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顕

作

考

日百

著

(一)

ー

l
『
拾
遺
抄
注
』
『
後
拾
遺
抄
注
』
『
詞
華
集
注
』
、
付
、
『
五
代
勅
撰
』
|
|

は
じ
め
に

藤
原
清
輔
亡
き
あ
と
の
六
条
藤
家
を
支
え
て
御
子
左
家
に
対
抗
し
、

『
六
百
番
歌
合
』
に
お
い
て
、
寂
蓮
と
独
鈷
鎌
首
の
争
い
を
演
じ
、
『
顕
昭

陳
状
』
を
著
し
た
顕
昭
は
、
歌
才
は
甚
だ
乏
し
か
っ
た
が
、
歌
学
者
と
し

て
の
力
量
は
、
義
兄
清
輔
を
凌
ぐ
も
の
が
あ
っ
た
。

御
子
左
家
と
の
争
い
に
お
い
て
は
、
歌
人
と
し
て
の
力
量
不
足
か
ら
、

歌
道
師
範
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
彼
の
残
し
た
多
く
の
著
作
は
、
訓
話
注
釈
、
考
証
共
に
そ
の

論
証
の
手
堅
さ
と
博
引
芳
証
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
る
。

...•••. 

，
 

I
 

E
E

，〆

上

郎

新

顕
昭
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
阜
く
橋
本
進
吉
氏
「
法
橋
顕
昭
の
著
書
と

守
覚
法
親
王
」
(
「
史
学
雑
誌
」
大
9
・
3
、
著
作
集
第
十
二
冊
『
伝
記
・

典
籍
研
究
』
昭
抑
制
刊
所
収
)
の
秀
れ
た
論
考
が
あ
り
、
著
作
の
う
ち
現
存

す
る
も
の
と
散
侠
し
た
も
の
と
が
区
別
し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
成
立
年
代

も
考
証
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
顕
昭
の
大
半
の
著
作
が
守
党
法
親
王
の

求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
、
法
親
王
に
奉
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
氏
の
論
考
は
、
惟
宗
広
言
撰
の
『
言
葉
集
』
を

『
袖
中
抄
』

と
同
じ
も
の
か
と
さ
れ
、
顕
昭
の
著
作
に
数
え
る
と
い
っ
た

失
考
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
顕
昭
の
著
作
と
そ
の
著
述
活
動
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
し
た
点
、
不
朽
の
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
輯
机
い
て
、

久
骨
神
昇
氏
の
『
顕
昭
・
寂
蓮
』
(
昭
口
刊
〉
が
刊

行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

久
骨
神
氏
は
顕
昭
に
つ
い
て
、

「
第
一
節
顕
昭

小
伝
」
「
第
二
節
顕
昭
歌
伝
」
「
第
三
節
顕
昭
学
書
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
顕
昭
の
伝
記
、
歌
歴
、
著
作
に
考
察
を
加
え
ら
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
第
三
節
第
一
項
学
書
解
題
に
お
い
て
、
先
の
橋
本
氏
の
論
を
さ
ら

に
精
徹
に
発
展
さ
せ
、
著
作
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
伝
本
・
成
立
・
内

容
の
考
察
を
さ
れ
た
。
久
骨
神
氏
は
こ
の
成
果
を
生
か
し
て
、
戦
後
『
日

本
歌
学
大
系
』
別
巻
に
顕
昭
の
著
作
を
次
々
と
校
訂
し
て
収
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
顕
昭
研
究
の
基
礎
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
た
だ
『
袖
中
抄
』
『
古
今
集
注
』
『
顕
注
密
勘
』
に
つ
い
て
は
、

著
述
が
大
部
な
こ
と
と
伝
本
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
伝
本
研
究

や
本
文
校
訂
に
多
少
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

本
稿
は
そ
の
よ
う
な
久
曾
神
氏
の
業
績
の
再
確
認
を
め
ざ
す
も
の
で
あ

り
、
既
に
ほ
ぼ
見
通
し
の
つ
け
ら
れ
て
い
る
諸
本
の
系
統
と
書
誌
を
継
続

的
に
ま
と
め
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
に
他
な
ら
な
い
。

顕
昭
の
勅
撰
集
注
釈
は
『
古
今
集
』
か
ら
『
詞
花
集
』
ま
で
の
六
代
の

集
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仁
和
寺
の
守
覚
法
親

ほ
と
ん
ど
が
寿
永
二
年

王
の
命
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

(
一
一
八
三
〉
に
相
つ
い
で
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
『
古
今
集
』
に
つ
い
て
は
、

『
顕
註
密
勘
』

の
も
と
に
な
っ

た
『
古
今
秘
註
抄
』
と
、
『
群
書
類
従
』
に
序
注
、
『
続
々
群
書
類
従
』
に

歌
注
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
古
今
集
注
』
と
の
二
種
が
あ
る
。
こ
の
両
者

の
成
立
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
藤
原
定
家
の
手
を
経
て
い
て
、

原
型
の
推
定
が
困
難
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
未
だ
疑
問
の
点
、
が
残
さ
れ
て
い

る。
一
方
、
そ
の
他
の
五
代
の
勅
撰
集
の
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
部
で
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
と
ま
っ
て
伝
九
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
『
詞
華
集
注
』
の
奥
書
で
あ
り
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

玉
代
和
葺
集
註
以
ニ
伏
見
宮
秘
本
一
誠
二
或
人
-
終
ユ
写
功
一
畢
、
件
/
本
外

題
伏
見
院
勅
筆
也
、
雅
有
卿
加
ニ
奥
書
一
尤
可
v謂
ニ
証
本
一
莫
v
/令ニ

他
見
一
企
(

一
条
殿
後
妙
花
寺
殿

(
1
)

従
一
位
一
一

文
亀
元
年
仲
冬
日

(
読
点
・
返
点
稿
者
、
以
下
同
じ
。
)

久
曾
神
氏
が
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
四
解
題
(
三
五

l
六
頁
)
で
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
玉
代
和
寄
集
」
は
顕
昭
の
『
後
撰
集
注
』
よ
り
『
詞
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華
集
注
』
ま
で
の
五
代
の
勅
撰
集
の
注
を
さ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
ま
と

ま
っ
て
、
飛
鳥
井
雅
有
、
伏
見
宮
、

一
条
冬
良
と
書
写
さ
れ
、
伝
来
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
文
亀
元
年
三
五

O
一
)
ま
で
は
、
五
代
集
の
注
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
後

述
の
『
五
代
勅
撰
』
も
そ
の
聞
に
抄
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
不
幸
に
し
て
『
後
撰
集
注
』
『
金
葉
集
注
』
の
全
て

ハ
2
)

と
『
後
拾
遺
抄
注
』
の
後
半
は
現
在
伝
存
し
て
い
な
い
。

拾
遺
抄
注

本
書
は
『
拾
遺
集
』
で
は
な
く
、

『
拾
遺
抄
』
の
注
で
あ
る
。
群
書
類

従
巻
二
八
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
久
骨
神
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
群
書
類
従
本
は
本
来
頭
注
も
し
く
は
裏
書
で
あ
っ
た
も
の
が
、

部
は
本
行
化
し
、

一
部
は
脱
落
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
善
本
で

は
な
い
。
近
時
、

久
骨
神
氏
に
よ
っ
て
書
陵
部
蔵
本
が
『
日
本
歌
学
大

系
』
別
巻
四
(
昭
日
刊
)
に
収
め
ら
れ
、
こ
れ
が
よ
る
べ
き
本
文
で
あ
る
。

諸
本
を
比
較
す
る
と
、
頭
注
の
扱
い
の
他
、
片
仮
名
交
り
文
と
平
仮
名

交
り
文
と
の
違
い
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
伝
本
が
顕
昭
の
奥
書
の
後
に

弘
安
五
年
〈
一
二
八
二
〉
の
飛
鳥
井
雅
有
の
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
全
て

同
一
系
統
と
認
め
ら
れ
る
。
管
見
に
入
っ
た
伝
本
を
頭
注
と
本
文
の
仮
名

(
3〉

の
別
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

凶
成
費
堂
文
庫
蔵
本
、
陽
明
文
庫
蔵
本
、
書
陵
部
蔵
(
特

l
五
九
)
本
、

書
陵
部
蔵
(
五

O
一
l
l
一
四
)
本
、
書
陵
部
蔵
ハ
玉

O
一l
l
六
七
七
)

本
、
天
理
図
書
館
蔵
本

同
群
書
類
従
本
、
神
宮
文
庫
蔵
本

村
三
手
文
庫
蔵
本
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本

川
刊
は
全
文
片
仮
名
交
り
文
、
同
は
歌
本
文
が
平
仮
名
交
り
文
、
注
文
が

片
仮
名
交
り
文
、
川
口
は
全
文
平
仮
名
交
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
頭
注
は

川
聞
が
頭
注
形
式
で
量
も
多
い
の
に
対
し
、
同
州
は
本
行
化
し
、
殊
に
刷
は

脱
落
が
多
い
。
但
し
、
同
の
神
宮
文
庫
蔵
本
の
み
は
頭
注
形
式
を
保
っ
て

い
る
。こ

れ
ら
の
異
同
が
著
者
顕
昭
の
推
敵
に
か
か
わ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

既
述
の
よ
う
に
、
諸
本
共
に
飛
鳥
井
雅
有
の
奥
書
を
有
す
る
こ
と
か
ら
ほ

ぼ
明
ら
か
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
、
片
仮
名
交
り
文
の
方
が
原
型
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
書
写
年
代
が
古
く
、
最
善
本
で
あ
る
成
費
堂
文
庫
蔵
本

が
片
仮
名
交
り
で
あ
る
こ
と
、
顕
昭
の
他
の
著
作
の
場
合
も
片
仮
名
交
り

〈

4
)

文
が
古
い
形
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
附
が
最
も
原
態
に
近
く
、
例
制
は
転
抗
し
た
形
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
以
下
の
記
述
の
便
を
計
る
た
め
、
諸
本
の
異
同
の
最
も
著
し
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い
頭
注
を
一
括
し
て
掲
げ
て
み
る
。
本
文
は
川
系
統
本
で
あ
る
成
費
堂
文

庫
蔵
本
に
よ
り
、
虫
損
箇
所
は
同
じ
附
系
統
本
の
書
陵
部
蔵
本
等
で
補
訂

し

LJ  

で
く
く
っ
た
。
ま
た
、
成
賛
堂
文
庫
蔵
本
に
欠
く
注
は
、
書

，.... 
L襲
イ蔵
ニ本
シ以
ト下
シに
」よ

05ぞ
掲
げ

カ
ツ

コ
内

よ
'っ
た
伝
本
を
刀可

し
た

サ
ネ
コ
シ
ハ
ネ
コ
シ
ニ
サ
ノ
宇
ヲ
具
タ
ル
ナ
リ
、
サ
ハ
少
キ
心
ナ
リ

2
「
チ
ト
セ
マ
テ
」
つ
二
〉

此
歌
ハ
秀
造
ナ
リ
、
帝
ノ
子
臼
ナ
〔
ト
〕

ニ
蓄
テ
可
ニ
出
一
寄
ナ
リ
、

市
親
王
ノ
会
等
ニ
出
タ
ル
不
覚
ナ
リ
ト
誠
ル
心
ナ
リ

3

「
ア
サ
ミ
ト
リ
」
(
二
五
)

ソ
ノ
ト
コ
ロ
ノ
〔
ク
セ
〕

ご
ア
常
ニ
如
此

l
物
ヲ
ナ
カ
メ
ケ
ル
ナ
リ

4
「
サ
ク
ラ
チ
ル
」
ハ
四
二
)

貫
之
友
則
銅
恒
忠
ヰ
四
人
選
古
今

5
同
右ウ

ラ
カ
キ
ニ
・
云
俊
成
卿
ノ
義
ニ
ハ
貫
之
サ
ク
ラ
チ
ル
コ
ノ
シ
タ
カ
セ

ハ
サ
ム
カ
ラ
テ
ノ
寄
ハ
承
均
法
師
カ
耳
同
一
一
似
タ
ル
故
ニ
古
今
ニ
ハ
不

入
ト
云
フ
、
但
此
儀
無
謂
殿
、
新
選
ニ
ハ
此
寄
ヲ
乍
二
首
入
之
、
然

者
限
古
今
テ
何
ニ
可
有
同
歌
〔
之
〕
儀
哉

6
「
ソ
コ
キ
ヨ
ミ
」
(
八
四
)

荒
和
抜
メ
寄
ナ
リ
、
故
ニ
ハ
ラ
フ
ル
コ
ト
、
一
疋

7

「
オ
ホ
ア
ラ
キ
ノ
」
(
八
六
)

ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
コ
ユ
ル
キ
ノ
イ
ソ
ハ
相
模
ノ
国
ニ
ア
ル
所
ノ
名
ナ
リ
、

而
ヲ
犠
ノ
惣
名
ニ
モ
ヨ
メ
リ
、
此
ノ
定
ニ
オ
ホ
ア
ラ
キ
ノ
杜
モ
別
ノ

所
J
名
ナ
レ
ト
モ
社
ノ
↓
惣
名
ニ
モ
ヨ
ム
ナ
リ
、
、
実
儀
ヲ
云
ヘ
ハ
無
理

欺

8

「
ア
フ
サ
カ
ノ
セ
キ
ノ
イ
ハ
カ
ト
」
(
一
一
一
ニ
〉

オ
ナ
ミ
ヤ

懐
円
ハ
大
宮
禅
師
ト
云
ケ
リ
、
源
道
済
カ
子
息
ナ
リ

9

「
ア
フ
カ
サ
ノ
セ
キ
ノ
シ
水
ニ
」
(
一
一
四
〉

時
文
ハ
能
書
〔
ナ
〕
リ
、
貫
之
カ
息
ナ
リ
、
〔
昇
〕
風
〔
ノ
〕
絵
〔
一
己

正
ク
欝
衣
ノ
形
ヲ
画
ケ
ル
ニ
衣
ワ
ツ
ヘ
キ
ト
キ
ヤ
キ
ヌ
ラ
ム
ト

〔
疑
〕
フ
無
調
〔
難
〕

ス
ル
ナ
リ

m
「
調
云
後
涼
殿
ノ
」
(
一
一
六
)

、
蔵
人
所
ニ
テ
ア
ル
ヘ
シ

日
「
ア
サ
マ
タ
キ
」
(
一
一
ニ

O
)

ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
故
顕
輔
卿
語
云
花
山
院
以
長
能
為
御
〔
役
〕
仰
含
公

任
卿
〔
ノ
〕
時
彼
卿
申
云
依
詞
悪
不
〔
被
〕
入
者
常
事
ナ
リ
、
作
者

所
存
相
違
為
遺
〔
恨
〕
敗
、
如
此
〔
事
〕
誰
人
申
行
乎
i

汝
〔
等
〕
之

和
議
〔
歎
〕
、
不
便
事
〔
ナ
リ
〕
云
、
其
時
長
能
閉
〔
口
〕
起
去
云
ミ
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ロ
「
ア
シ
ノ
ハ
ニ
」
(
一
三
五
)

ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
〔
コ
ヤ
ト
〕

ハ
摂
津
国
〔
ニ
ア
〕
ル
所
ナ
レ
〔
ト
モ
〕

小
屋
ヲ
〔
モ
〕
云
フ
、
是
ハ
所
ノ
名
ニ
ハ

〔
ア
〕
ラ
ス
、
又
ア
シ
ヤ

モ
摂
州
ノ
〔
所
ノ
〕
名
ナ
リ
、
サ
レ
ト
モ
藍
ノ
屋
ヲ
モ
ア
シ
ヤ
ト
モ

云
フ
、
然
ハ
此
両
所
ハ
所
ノ
名
ニ
テ
モ
ア
リ
、
又
屋
ノ
惣
名
ニ
モ
云

ナ
リ

日
「
フ
シ
ツ
ケ
シ
」
〈
一
四

O
)

日
本
紀
ニ
曲
ノ
宇
ヲ
ワ
タ
ト
ヨ
メ
リ
、
澱
日
ト
水
ノ
ヨ
ト
ミ
ヲ
云
也
、

惨
モ
ル
(
群
書
類
従
本
)

U

「
ク
ラ
ヒ
ヤ
マ
」
〈
一
七
八
〉

ク
ラ
ヰ
山
ニ
イ
ヤ
タ
カ
ノ
ミ
ネ
ハ
ア
ル
ナ
リ

日
「
ム
カ
シ
ミ
シ
」
つ
コ
二
)

能
因
カ
諸
国
ノ
寄
枕
三
巻
ア
リ
、
名
坤
元
儀

凶
「
ワ
カ
セ
コ
カ
」
(
二
八
二
)

ワ
カ
セ
コ
ハ
夫
ヲ
云
フ
、

ワ
キ
モ
コ
ハ
妻
ヲ
一
五
フ
、
今
寄
ハ
骨
丹
カ

17 

女
ノ
心
ニ
ナ
リ
テ
ヨ
メ
ル
ナ
リ

「
詞
云
五
月
夏
至
日
ニ
ケ
サ
ウ
シ
テ
」
(
一
三
四
)

歳
旦
ハ
正
月

〔元〕

立
春
殿
町
一
嗣
前
三
後
二
ハ
夏
至
冬
至
歳

日
殿
、

旦
一
前
三
日
後
二
日
〔
尚
〕
可
禁
房
内
ト
云
フ

団
「
ア
シ
ネ
ハ
フ
」
(
一
一
二
二
一
)

エ
モ
イ
ハ
ス
ト
ハ
偏
ニ
讃
嘆
ノ
調
ニ
モ
不
限
言
語
モ
不
及
ト
云
ナ
リ

四
「
サ
シ
ナ
カ
ラ
」
(
一
二
五

O
〉

ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
能
因
坤
元
義
云
ミ
ク
マ
ノ
、
浦
ハ
紀
伊
国
ニ
ア
リ
、

彼
浦
ニ
ハ
マ
ユ
フ
ア
リ
ト
イ
ヘ
リ
、
又
熊
野
へ
参
入
ニ
道
命
カ
ヲ
ク

ル
寄
云
ワ
ス
ル
ナ
ヨ
ワ
ス
ル
ト
キ
カ
ハ
ミ
ク
マ
ノ
¥
ウ
ラ
ノ
ハ
マ
ユ

フ
ワ
ラ
ミ
カ
サ
ネ
ム
、
此
等
ノ
コ
¥
ロ
ハ
此
紀
伊
国
〔
ノ
ク
〕

てr

ノ

¥
滞
ト
キ
コ
ユ
知
何
、
答
云
能
因
〔
ハ
〕
付
三
熊
野
名
テ
入
紀
伊
、

道
命
又
〔
付
〕
三
熊
野
ト
云
名
引
寄
欺

初
「
詞
云
ナ
カ
サ
レ
テ
」
(
三
七
八
〉

紅
梅
殿
ハ
北
野
天
神
御
所
ナ
リ

21 

「
タ
コ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
ハ
三
八

O
〉

藤
サ
ク
タ
コ
ノ
ウ
ラ
ハ
水
海
ナ
リ

22 

「
ト
ノ
モ
リ
ノ
」
(
三
九
七
)

此
寄
ハ
公
忠
弁
カ
寄
ニ
テ
ア
ル
ヲ
ヨ
ロ
ツ
ノ
書
物
語
ナ
ト
ニ
兼
輔
卿

寄
ト
マ
ウ
シ
タ
ル
僻
コ
ト
ナ
リ

お
「
コ
¥
ニ
シ
モ
」
(
四

¥.../ 

〔
サ
カ
〕
ナ
シ
ト
ハ
ワ
ロ
シ
ト
云
フ

〔
調
〕
ナ
リ

24 

「
カ
ノ
ミ
ユ
ル
」
(
四
一
八
)
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黄
ナ
ル
色
ヲ
承
和
色
ト
云
ナ
リ

お
「
カ
ラ
コ
ロ
モ
」
(
四
四
八
)

今
童
ト
云
ハ
童
女
ナ
リ

お
「
ヌ
レ
キ
ヌ
ヲ
」
ι

(

四
五
二
)

シ
ノ
〔
一
一
ト
一
五
〕

ハ
シ
ケ
ク
ト
云
調
示
リ

幻
「
詞
ツ
¥
ム
コ
ト
ハ
ヘ
リ
ケ
ル
」
(
四
五
一
ニ
〉

比
一
奇
ニ
ハ
イ
ハ
ミ
カ
タ
ハ
怨
ト
云
ト
ハ
イ
ト
不
見
ト
モ
イ
ハ
ミ
カ
タ

ケ
ラ
ミ
ナ
ト
ッ
、
ケ
ツ
レ
ハ
此
寄
ヨ
リ
オ
コ
リ
テ
怨
ト
イ
ヒ
ナ
ラ
ハ

シ
タ
ル
ニ
ヤ

お
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
」
(
四
八
二
)
弘

橋
ノ
葉
メ
ヤ
ワ
一
一
テ
花
ア
カ
ク
サ
ク
木
也
(
書
陵
部
蔵
本
)

m
「
タ
ネ
ナ
ク
テ
」
(
五
二
一
)

ナ
キ
モ
ノ
草
ト
云
フ
草
ノ
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
草
合
ヲ
ナ
キ
モ
ノ
ク

サ
ト
云
フ
、
カ
タ
キ
ノ
方
ニ
ナ
キ
草
ヲ
勝
ト
ス
レ
ハ
云
歎

成
(
朱
〉

ぬ
「
人
ナ
シ
¥
」
(
五
五
九
一
)
¥

配
流
ノ
人
ハ
昔
ハ
重
服
ノ
装
束
ヲ
シ
ケ
リ

以
上
の
一
ニ

0
項
目
は
す
べ
て
頭
注
と
し
て
存
す
る
の
が
本
来
の
形
か
と

(
6〉

思
わ
れ
る
が
、
諸
本
に
出
入
り
が
あ
っ
て
、
全
項
目
を
有
す
る
伝
本
は
な

く
、
川
系
統
本
で
は
、
成
賞
堂
文
庫
蔵
本
が
二
八
項
目
、
そ
の
他
の
本
が

が
一
七
項
目

本
で
は
二
八
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
一
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

二
六
項
目
、
同
系
統
本
で
は
群
書
類
従
本
が
一
九
項
目
、
神
宮
文
庫
蔵
本

(
他
に
欠
落
箇
所
に
五
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
〉
、

付
系
統

以
下
、

a

諸
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Lイ)

お
茶
の
水
図
書
館
成
賃
堂
文
庫
蔵
本

〔
室
町
中
期
〕
写

椿
紙
包
背
装
(
虫
損
多
く
全
紙
裏
打
修
補
)
。
新
補
藍
色
表
紙
(
二
六 冊

九
×
二
了
三
糎
〉
、
外
題
な
し
。
墨
付
、
二
七
丁
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高

書
。
内
題
、

さ
、
約
二
二
・
七
糎
ハ
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
一
三
行

一
オ
に
「
拾
遺
抄
」
。
奥
書
、

か
け
て

二
六
ウ
途
中
よ
り
二
七
ウ
に

寿
永
二
年
五
月
八
日
依
v
仰
注
二
進
之

大
様
除
ニ
奥
/
義
抄
寄
一
其

顕
昭

後
又
下
預
差
v
声
畢

建
久
元
年
七
月
廿
二
日
奉
v
授ニ

二
品
大
王
-
了
'

弘
安
五
年
三
月
六
日
一
校
了

顕
昭
」

侍
従
雅
有
」
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(
以
下
各
々
別
筆
)

右
壱
巻
は
飛
鳥
井
雅
有
卿
之
筆
蹟
な
り
、
今
明
治
/
九
年
ま
て
弘
安

五
年
よ
り
は
五
百
五
拾
五
年
の
古
書
な
り

雅
有
卿
、
飛
鳥
井
家
第
三
世
、
初
名
雅
名
、
官
至
ニ
参
議
民
部
卿
/

正
二
位
一
母
金
沢
越
後
守
実
時
之
女
、
正
安
三
年
正
月
十
一
日
亮

去
/
六
十
有

明
治
九
年
十
月
念
七
日

宇
米
廼
家
読
古
史
/
し
る
す

昭
和
五
稔
一
月
尽
修
補

蘇
峰
六
十
八
曳
」

と
あ
る
。
雅
有
の
奥
書
ま
で
は
以
下
の
諸
本
ほ
と
ん
ど
に
共
通
で
あ
る
。

印
記
、
蘇
峰
の
署
名
の
左
脇
に
「
蘇
/
峯
」
の
朱
印
。
矢
野
玄
道
、
徳

富
蘇
峰
旧
蔵
本
。

朱
の
声
点
、
振
漢
字
、
墨
の
若
干
の
声
点
、
返
点
、
振
仮
名
等
を
付
す
。

殊
に
朱
の
声
点
は
丹
念
で
、
他
の
諸
本
で
は
大
巾
に
省
略
さ
れ
て
お
り
、

振
漢
字
も
一
部
が
料
系
統
本
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

本
書
は
勿
論
飛
鳥
井
雅
有
筆
本
で
は
な
い
が
、
室
町
期
を
下
ら
な
い
古

写
本
で
、
朱
の
声
点
を
存
す
る
他
、
頭
注
も
多
く
存
し
、
古
態
を
有
す
る

伝
本
で
あ
る
。
本
文
も
誤
脱
が
極
め
て
少
な
く
、
最
善
本
で
あ
る
。
た
だ
、

惜
し
む
ら
く
は
虫
損
が
多
く
、
頭
注
に
欠
字
箇
所
が
少
な
く
な
い
が
、
本

文
は
読
み
え
ぬ
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
注
は
、
日
「
フ
シ
ツ
ケ
シ
」
(
一
四

O
〉
お
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
」
(
四
八

ニ
〉
の
二
項
目
を
欠
い
て
い
る
。

本
文
は
後
述
の
陽
明
文
庫
蔵
本
以
下
の
凶
系
統
本
と
漢
字
仮
名
の
区
別

に
至
る
ま
で
類
似
し
て
い
る
が
、
頭
注
に
は
出
入
り
が
あ
り
、
比
較
す
る

と
本
書
は
叩
「
詞
云
後
涼
殿
ノ
」
(
一
一
六
〉

M

「
ク
ラ
ヒ
ヤ
マ
」
ハ
一
七

八
)
お
「
ヌ
レ
キ
ヌ
ヲ
」
(
四
五
二
)
が
あ
り
、
お
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
」
(
四

八
三
)
が
な
い
。

陽
明
文
庫
蔵
(
近
!
二
四
三

l
四
)
本

〔
江
戸
初
期
〕
写

冊

楕
紙
袋
綴
(
虫
損
多
く
、
全
紙
裏
打
修
補
〉
。
鼠
色
表
紙
(
二
八
・
六
×

二
0
・
三
糎
〉
、
左
肩
打
付
書
「
拾
遺
和
寄
抄
」
。
墨
付
、
二
五
丁
、
遊
紙
、

前
後
各
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
二
三
・
二
糎
(
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
三
字

下
げ
。
毎
半
葉
一
三
行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
拾
遺
抄
」
。
奥
書
は
二
五

ウ
に
成
費
堂
文
庫
蔵
本
の
雅
有
の
奥
書
ま
で
と
同
一
の
も
の
が
あ
り
、

行
目
の
末
尾
の
「
奥
」
の
宇
が
次
行
に
移
っ
て
い
る
他
は
字
配
り
ま
で
同

じ
で
あ
る
。

墨
に
よ
る
声
点
、
時
に
返
点
、
振
仮
名
を
付
す
。

本
書
は
虫
損
が
多
く
、
読
み
え
ぬ
文
字
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
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本
文
は
成
賞
堂
文
庫
蔵
本
に
近
い
が
、
比
較
す
る
と
幾
分
誤
り
が
多
い
。

頭
注
は
既
述
の
よ
う
に
三
項
目
少
な
く
、

一
項
目
多
い
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五

O
一
i
一
四
〉
本

(
A
本
)

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
冊

楕
紙
袋
綴
。
濃
緑
色
表
紙
(
二
七
・
三
×
二

0
・
二
糎
)
、

左
肩
子
持
枠

題
策
「
拾
遺
抄
顕
昭
注
完
」
。
墨
付
、

宇
面
高
さ
、
約
一
ゴ
了
五
糎
(
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉

二
五
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
丁
。

一
三
行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
拾
遺
抄
」
。

奥
書
は
陽
明
文
庫
蔵
本
に
同
じ
。

本
書
は
、
陽
明
文
庫
本
と
比
較
し
て
若
干
字
詰
を
異
に
す
る
他
、
傍
書

を
本
行
化
す
る
点
が
あ
る
が
、

一
見
臨
模
と
見
ま
が
う
程
忠
実
な
転
写
本

で
あ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五

O
一
1
1
六
七
七
)
本

(
B
本
)

〔
江
戸
前
期
〕
写

冊

斐
楕
交
漉
紙
袋
綴
。
打
曇
表
紙
(
二
七
・
三
×
二

0
・
四
糎
〉
、

地
金
泥
題
策
「
拾
遺
集
抄
」
。
書
陵
部
備
付
カ
l
ド
に
よ
れ
ば
、
外
題
は

左
肩
赤

後
西
天
皇
震
筆
と
い
う
。
墨
付
、
二
五
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
了
。
字
面

高
さ
、
約
一
一
一
了
五
糎
(
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉
二
ニ

行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
拾
遺
抄
」
。
奥
書
は
陽
明
文
庫
蔵
本
に
同
じ
。

印
記
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
明
暦
」
の
御
璽
朱
印
。

本
書
は
、
字
詰
が
書
陵
部
蔵
A
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
更
に
傍
書
が
本
行

化
し
て
文
意
が
正
さ
れ
た
、

A
本
の
転
写
清
書
本
と
思
わ
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
特

l
五
九
〉
本

(
C
本
)

〔
江
戸
前
期
〕
東
山
天
皇
写

冊

斐
桔
交
漉
紙
袋
綴
。

標
色
表
紙
(
二
八
・
八
×
二

0
・
三
糎
)
、

左
肩
子

持
枠
題
策
「
拾
遺
抄
顕
昭
注
完
」
。
墨
付
、
一
一
五
丁
]
遊
紙
、
前
後
各
一

丁
。
字
面
高
さ
、
約
二
一
ニ
・

O
糎
(
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎

半
葉
二
ニ
行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
拾
演
抄
」
。
奥
書
は
陽
明
文
庫
蔵
本

に
同
じ
。
書
陵
部
備
付
カ
l
ド
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
東
山
天
皇
庚
筆
と
い

フ。
本
書
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
と
比
較
す
る
と
、
頭
注
こ
そ
字
詰
を
異
に
す

る
が
、
そ
の
他
は
字
詰
も
同
じ
く
、
虫
損
跡
ま
で
写
し
た
臨
模
本
で
あ
る
。

た
だ
、
な
ぜ
か
本
書
の
み
、
陽
明
文
庫
蔵
本
が
行
間
に
補
入
し
て
い
る

「
懐
円
ニ
ハ
ワ
ラ
ハ
レ
ケ
リ
又
橘
為
仲
豆
町
ニ
モ
」
(
四
オ
一
一
行
と
一
一
一
行

の
問
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
本
三
八
九
頁
〉
の
字
句
を
脱
し
て
い
る
。

陽
明
文
庫
蔵
本
以
下
回
本
は
字
詰
、
字
配
等
が
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
お

り

一
見
し
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
既
に
久
骨
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神
昇
氏
『
顕
昭
・
寂
蓮
』
に
書
陵
部
蔵
三
本
に
つ
い
て
「
何
れ
も
桂
宮
御

旧
蔵
本
で
、
内
容
も
す
べ
て
同
様
で
あ
り
且
つ
各
葉
の
文
字
く
ば
り
も

致
し
て
ゐ
る
。
」
(
一
四
二
頁
)
と
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
陽
明
文
庫
蔵

本
を
加
え
四
本
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
四
本
の
親
本
は
陽
明
文
庫
蔵
本
で
あ
り
、
書
陵
部
蔵
三
本
は
い
ず

れ
も
そ
の
臨
模
本
も
し
く
は
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
書
陵
部
蔵
C
本
は
底
本
の
虫
損
跡
ま
で
忠
実
に
模
写
し
て

い
る
丹
念
な
臨
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
虫
損
部
分
が
陽
明
文
庫
蔵
本
と
一

致
し
て
お
り
、
ま
た
虫
損
跡
を
写
し
て
い
な
い
書
陵
部
蔵
A
本、

B
本
も

本
文
の
酷
似
か
ら
共
に
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
下
位
伝
本
(
転
写
末
流
本
を

仮
に
か
く
称
す
る
)
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
陽
明
文
庫
蔵

本
と
書
陵
部
蔵
三
本
の
書
写
年
代
は
そ
れ
程
隔
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

ず
、
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
現
在
陽
明
文
庫
蔵
本
の
虫
損
は
書
陵
部
蔵
C

本
に
模
写
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
か
な
り
進
行
し
て
い
る
の
で
、
陽
明
文

庫
蔵
本
は
書
写
後
か
な
り
早
い
時
期
に
虫
損
を
受
け
始
め
、
書
陵
部
蔵
一
ニ

本
が
写
さ
れ
た
後
も
虫
損
が
進
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

一
方
、
陽
明
文
庫
蔵
本
は
底
本
の
字
句
が
明
白
な
誤
り
と
思
わ
れ
る
場

合
、
そ
れ
を
本
行
に
残
し
、
傍
書
で
「
:
:
:
鰍
」
と
し
た
り
、
見
せ
消
ち

を
施
し
て
改
め
た
り
し
た
個
所
が
あ
る
が
、
書
陵
部
蔵
本
は

C
本
が
そ
れ

を
忠
実
に
臨
模
し
て
い
る
他
は
、

A
本、

B
本
と
な
る
に
従
っ
て
次
第
に

文
意
の
通
じ
る
よ
う
に
、
傍
書
を
本
行
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

結
局
、
こ
の
四
本
の
関
係
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
を
ほ
ぼ
忠
実
に
転
写
し

て
A
本
が
出
来
、
そ
の

A
本
を
清
書
の
意
味
も
こ
め
て
校
訂
し
な
が
ら
転

写
し
た
の
が
B
本
で
、
そ
の
た
め
題
策
を
後
西
天
皇
が
書
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

C
本
で
既
に
読
み
難
い
字
が

A
本、

B
本
に
存
す
る
の
は
こ
の
段

階
で
は
虫
損
が
ま
だ
そ
れ
程
進
行
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

次
い
で
、
陽
明
文
庫
蔵
本
を
虫
損
跡
ま
で
忠
実
に
臨
模
し
た
C
本
が
東

山
天
皇
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
理
図
書
館
蔵
ハ
九
一
一
、
二
三

l
イ
四
一
二
〉
本

〔
江
戸
初
期
〕
写

冊

椿
紙
袋
綴
。
茶
色
表
紙
(
一
二
ハ
・
七
×
一
九
・
一
糎
)
、
左
肩
題
策
「
拾

遺
抄
」
。
墨
付
、
二
五
丁
、
遊
紙
、
前
一
丁
、
後
二
了
。
字
面
高
さ
、
約

二
二
・

O
糎
(
頭
注
を
除
く
〉
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉
一
三
行
書
。
内

題

一
オ
に

「
拾
遺
抄
」
。
奥
書
は
陽
明
文
庫
蔵
本
と
同
じ
で
あ
る
が
宇

詰
を
異
に
す
る
。

印
記
、
巻
頭
に
「
杉
園
蔵
」
(
小
杉
櫨
郁
〉
の
朱
印
あ
り
。

本
書
の
書
写
年
代
は
陽
明
文
庫
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
本

文
は
陽
明
文
庫
蔵
本
と
頭
注
の
有
無
が
完
全
に
一
致
す
る
他
、
そ
の
傍
書
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や
見
せ
消
ち
、
書
き
入
れ
も
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
類
似
は
書

陵
部
蔵
三
本
よ
り
は
小
さ
く
、
振
仮
名
等
で
相
互
に
出
入
り
が
あ
り
、
陽

明
文
庫
蔵
本
と
直
接
の
転
写
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
兄
弟
程

度
の
関
係
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
こ
で
附
系
統
本
中
で
関
係
の
未
だ
明
ら
か
で
な
い
成
貸
堂
文
庫
蔵
本
、

陽
明
文
庫
蔵
本
、
天
理
図
書
館
蔵
本
の
三
本
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
陽
明
文
庫
蔵
本
と
天
理
図
書
館
蔵
本
が
一
群
を
な
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
両
本
は
頭
注
の
有
無
が
完
全
に
一
致
す
る
他
、
既
述
し
た

「
ア
フ
サ
カ
ノ
セ
キ
ノ
イ
ハ
カ
ト
」
(
一
一
一
二
)
の
注
文
で
「
懐
円
ニ
ハ
ワ

ラ
ハ
レ
ケ
リ
云
々
」
が
行
聞
に
補
入
さ
れ
て
い
る
点
も
一
致
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

，
t

一
方
、
、
成
貸
堂
文
庫
蔵
本
は
、
認
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
」
ハ
四
八
二
)
の
注

を
欠
く
事
が
な
け
れ
ば
、
凶
系
統
本
の
祖
本
か
と
思
わ
れ
る
程
陽
明
文
庫

蔵
本
に
近
く
、
か
つ
欠
点
の
少
な
い
本
文
を
有
す
る
。

結
局
、
成
賞
堂
文
産
蔵
本
に
か
な
り
近
い
本
文
を
有
す
る
本
か
ら
陽
明

文
庫
蔵
本
と
天
理
図
書
館
蔵
本
が
生
ま
れ
、
陽
明
文
庫
蔵
本
か
ら
書
陵
部

蔵
三
本
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
天
理
図
書
館
蔵
本
は
川
系
統
本
中
で
は
比
較
的
異
文
が
多
い
が
、

以
上
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
異
文
は
ほ
と
ん
ど
転
批
し
た
も
の
と
考

え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

群
書
類(ロ)
従
本

刊

冊

慶
臆
義
塾
図
書
館
蔵
(
九
八

J
一
)
本
に
よ
る
。
『
群
書
類
従
恒
巻
こ

八
九
所
収
。
香
色
布
目
表
紙
(
一
二
ハ
ニ
ニ
×
一
八
一
・

O
糎)、

左
肩
単
郭
題

議
「
霊
書
類
従

二
百
八
十
九
」
。
墨
付
、
一
二
五
丁
。
無
辺
無
界
、

行
、
印
面
高
さ
、
約
二

0
・0
糎
、
注
約
二
子
下
げ
。
内
題
、
一
オ
に
「
群

書
類
従
巻
第
二
百
八
十
九
/
検
校
保
己
一
集
/
和
歌
部
百
四
十
四
雑
九
/

拾
遺
抄
註

顕
昭
法
橋
」
と
あ
る
。
和
歌
は
平
仮
名
交
り
文
、
注
は
片

仮
名
交
り
文
に
書
く
ι-
奥
書
、
一
二
五
ウ
に
諸
本
と
同
じ
顕
昭
J

雅
有
の
も
'

の
が
あ
り
、

そ
の
後
に

右
拾
遺
抄
注
以
二
日
野
前
大
納
言
資
矩
卿
之
本
一
校
之
了

と
あ
る
。

群
書
類
従
本
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
本
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
ほ
唯
一
の

活
字
本
で
あ
っ
た
が
、
附
系
統
本
と
比
較
す
る
と
、
恋
部
下
「
テ
ル
ツ
キ

モ
」
(
三
六
七
)
雑
部
上
「
ア
ツ
サ
ユ
ミ
」
(
四
五
回
)
の
項
を
欠
く
他
、 。
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既
に
久
曾
神
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
川
系
統
本
の
頭
注
が
、

部
は
本
行
化
し
、

一
部
は
脱
落
し
て
お
り
、
本
来
の
形
態
を
損
っ
て
い
る
。

そ
の
詳
細
は
久
骨
神
氏
著
書
及
び
『
日
本
歌
学
大
系
』
解
題
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
再
説
の
要
も
な
い
が
、

一
応
一
覧
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

本
行
と
し
て
存
す
る
も
の
1
1
5
6
7
8
U
ロ
日
目
灯
時
四

m
お
お
お

幻

m
m
の
計
一
九
箇
所

脱
落
し
て
い
る
も
の

1
2
3
4
9
m
u
m
m
n
M
ぬ
の
計
一
一
箇
所

こ
れ
を
見
て
も
脱
落
箇
所
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
、
本
書
に
存

し
て
附
系
統
本
の
成
貸
堂
文
庫
蔵
本
に
な
い
の
は
、
日
「
フ
シ
ツ
ケ
シ
」

(
一
四

O
)
の
頭
注
一
箇
所
の
み
で
あ
り
、
本
文
に
お
い
て
も
僅
か
に
的

系
統
本
共
通
の
脱
文
で
あ
る

「
ヲ
ロ
カ
ニ
モ
」
(
四
六
一
)

の
注
文
中
、

(
近
江
ヨ
リ
ア
ツ
マ
チ
ト
ハ
ヨ
ム
也
フ
セ
ヤ

ハ
7
〉

ト
ハ
)
信
乃
国
ツ
ノ
ハ
ラ
ト
云
所
ニ
」
の
カ
ッ
コ
内
を
補
え
る
位
で
あ
る
。

(
8〉

こ
れ
ら
は
次
の
神
宮
文
庫
蔵
本
や
州
系
統
本
に
も
存
す
る
か
ら
、
後
人

の
所
為
と
は
見
な
し
難
く
、
同
州
系
統
本
が
附
系
統
本
の
下
位
伝
本
と
は

「
ア
ツ
マ
ヘ
ユ
ク
路
ナ
レ
ハ

い
え
な
い
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
系
統
本
は
凶
系
統
本
と
比
べ
て
取
る
べ
き
本
文
が

少
な
く
、
価
値
が
低
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

神
宮
文
庫
蔵
(
三

l
五
四
九
)
本

冊

〔
江
戸
中
期
〕
写

原
本
未
見
。
臨
時
晴
傾
向
一
斯
道
文
庫
所
蔵
の
紙
焼
写
真
と
書
誌
カ

l
ド

に
よ
る
。

楕
紙
袋
綴
。
香
色
地
唐
草
文
様
表
紙
(
二
七
二
一
×
一
九
・
五
糎
〉
、
左

遺
(
朱
〉

肩
題
簸
「
拾
費
一
和
歌
抄
顕
昭
註
全
」
。
墨
付
、
二
二
了
。
字
面
高
さ
、

約
二
了
八
糎
(
頭
注
を
除
く
〉
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉
一
二
行
書
。

内
題
、

一
オ
に
「
拾
遺
抄
註

顕
昭
秘
註
也
」
。
和
歌
は
平
仮
名
交
り
文
、

注
は
片
仮
名
交
り
文
に
書
き
、
頭
注
形
式
を
と
る
。
奥
書
、
二
ニ
オ
に

本
云寿

永
二
年
五
月
八
日
依
v
仰
雌
v
進
v
之
大
様
/
除
ニ
奥
義
抄
寄
一
其
後

又
下
預
着
v
声
早

建
久
元
年
七
月
廿
二
日
奉
v
授
三
一
品
大
王
一
早

顕
昭

永
和
三
年
二
月
十
八
日
以
ニ
光
録
本
二
日
中
楚
/
忽
馳
v
筆
早

と
あ
る
。
建
久
の
奥
書
ま
で
は
諸
本
と
共
通
で
あ
る
が
字
句
の
異
同
が
散

見
さ
れ
、
永
和
の
奥
書
は
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
飛
鳥
井
雅
有
の

奥
書
が
な
い
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
。

印
記
、
巻
頭
一
オ
に
「
林
崎
/
文
庫
」
「
林
崎
文
庫
」
「
勤
思
堂
」
の
朱

印
、
終
了
ウ
に
「
天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
且
奉
納
/
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
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以
期
不
朽
/
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝
」
の
奉
納
印
が
あ
る
。

本
書
は
底
本
の
落
丁
も
し
く
は
破
損
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
本
文
の
欠
落

が
あ
る
。
欠
落
箇
所
は
以
下
の
三
箇
所
で
あ
る
。

雑
部
上
「
タ
コ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
(
三
八

O
)
の
歌
か
ら
「
ヒ
キ
ヨ
セ
ハ
」

(
四
四
五
)

(
注
文
冒
頭
よ
り
あ
り
。
原
状
は
一
六
ウ
回
目
頭
五

の
歌
ま
で

行
空
白
)
。

向
島
「
こ
の
い
ゑ
は
」
(
四
九
三
〉

の
注
文
「
魚
ヲ
ニ
ル
ニ
」
が
雑
部
下

「
カ
キ
リ
ナ
キ
」
(
五
四
七
)
の
注
文
の
途
中
「
サ
リ
ケ
ル
ト
キ
読
寄
也
」

ヘ
短
絡
し
、
「
写
本
一
紙
落
/
惜
哉
」
と
頭
書
。
~

雑
部
下
「
い
か
に
せ
ん
」

の
第
四
旬
以
下
巻
末
ま
で

但

(
五
六
六
〉

し
「
ツ
ク
ト
云
と
」
と
い
う
意
味
不
明
の
文
字
及
び
奥
書
は
存
す
〉
。

ま
た
、

欠
落
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
も
の
と
し
て
、
更
に
恋
部
下

「
テ
ル
ツ
キ
モ
」
(
三
六
七
)
雑
部
上
「
ア
ツ
サ
ユ
ミ
」
，
(
四
五
四
〉
「
ア
リ

ト
テ
モ
」
(
四
五
五
)

の
三
首
の
項
を
欠
い
て
お
り
、
最
初
の
二
首
は
群

書
類
従
本
と
共
通
す
る
。

本
書
は
欠
落
部
分
を
多
く
有
す
る
た
め
、
頭
注
の
有
無
が
複
雑
で
あ
る

が
一
覧
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

頭
注
と
し
て
存
す
る
も
の
l
1
3
4
5
6
8
日
ロ
日
日
目
刀

M
u
m
m

幻
の
計
一
七
箇
所

本
行
と
し
て
存
す
る
も
の

i
7
の
一
箇
所

脱
落
し
て
い
る
も
の

1
2
9
m
M
お
沼
ぬ
の
計
七
箇
所

欠
落
箇
所
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
1
2
2
お

M
m
の
計
五
箇
所

こ
れ
を
群
書
類
従
本
と
比
較
す
る
と
、
本
書
の
欠
落
箇
所
を
除
外
し
た

二
五
箇
所
の
中
、
共
に
あ
る
も
の
一
四
箇
所
、
共
に
な
い
も
の
五
箇
所
、

本
書
に
あ
っ
て
群
書
類
従
本
に
な
い
も
の
四
箇
所
、
本
書
に
な
く
群
書
類

従
本
に
あ
る
も
の
二
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
二
本
の
頭
注
の
存
否
の
一
致
は
二
五
箇
所
中
一
九
箇
所
と
な
る
。

こ
の
割
合
は
高
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
群
書
類
従
本
が
全
て
本
行
化
し

て
い
る
頭
注
の
ほ
と
ん
ど
を
頭
注
の
形
式
の
ま
ま
残
し
て
い
る
等
、
同
系

統
と
し
て
分
類
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
点
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
文
は
二
本
し
ば
し
ば
一
致
し
、
部
分
的
に
は
酷
似
す
る
箇
所
も
あ
る
。

そ
の
一
方
、
本
文
の
類
似
の
度
合
が
均
等
で
は
な
く
、
酷
似
す
る
部
分
と
、

左
程
似
て
い
な
い
部
分
と
が
あ
り
、
二
本
の
関
係
は
推
測
し
難
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
二
本
は
本
来
近
い
関
係
に
は
な
く
、
本
文
の
接
触

に
よ
っ
て
類
似
の
本
文
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ヤ台

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(
寄

l
午

i
一
五
九
)
本

〔
江
戸
中
期
〕
写

冊
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斐
椿
交
漉
紙
大
和
綴
。
香
色
波
形
文
様
表
紙
〈
二
七
・
四
×
ニ

0
・二

糎
)
、
中
央
打
付
書
「
拾
遺
抄

顕
昭
」
。
墨
付
、
三
五
丁
(
扉
を
除
く
)
、

遊
紙
、
前
(
扉
の
次
の
了
)

一
丁
、
後
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二
二
・
七

糎
ハ
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
一

O
行
書
。
第
一
葉
オ

を
扉
と
し
、
中
央
に
「
拾
遺
抄
顕
昭
」
と
朱
書
、

一
丁
の
遊
紙
を
お
い
て
、

内
題
「
拾
遺
抄
」
と
し
て
本
文
に
入
る
。
全
文
平
仮
名
交
り
文
。
奥
書
、

三
五
オ
に
、
寿
永
二
年
、
建
久
元
年
の
顕
昭
、
弘
安
五
年
の
雅
有
の
も
の

が
あ
る
。

印
記
、
巻
頭
に
「
賀
茂
三
手
文
庫
」
(
陰
刻
〉
の
朱
印
。

本
書
で
は
頭
注
は
原
則
と
し
て
本
行
化
し
、
各
歌
の
注
文
の
末
尾
に
、

注
文
よ
り
更
に
約
二
字
下
げ
で
書
か
れ
て
い
る
他
、
恋
部
下
「
テ
ル
ツ
キ

モ
」
(
=
二
ハ
七
〉

一
首
を
欠
い
て
い
る
。

ま
た
、
書
写
態
度
は
、
書
写
者
の
読
解
力
の
不
足
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

誤
写
が
散
見
さ
れ
る
が
、
朱
に
よ
っ
て
訂
正
、
傍
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

(
9
u
 

又
、
珍
し
い
語
句
を
朱
で
標
目
の
よ
う
に
頭
書
し
て
い
る
。
谷
省
吾
・
金

土
重
順
両
氏
編
『
理
母
弔
問
今
井
似
閑
書
籍
奉
納
目
録
』
(
皇
学
館
大
学

神
道
研
究
所
、
昭
印
刊
)
に
よ
れ
ば
、
朱
の
書
入
は
似
閑
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
(
八

O
)
本

写

一
冊

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

袋
綴
。
表
紙
左
肩
題
策
「
拾
遺
抄
」
。
墨
付
、

三
四
丁
。

注
約
一
宇
下

げ
。
毎
半
葉
二
行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
拾
遺
抄
」
。
全
文
平
仮
名
交

り
文
。
奥
書
、
三
四
オ
に
三
手
文
庫
蔵
本
と
同
一
の
も
の
が
あ
る
。

本
書
は
、
朱
訂
、
傍
注
、
頭
書
の
標
目
に
至
る
ま
で
三
手
文
庫
蔵
本
に

一
致
し
、
字
句
の
異
同
あ
る
場
合
も
、
ほ
と
ん
ど
三
手
文
庫
蔵
本
の
文
字

を
誤
読
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
。

本
系
統
本
は
、
三

O
箇
所
の
頭
注
の
う
ち
二
六
箇
所
を
本
行
と
し
て
有

し
て
お
り
、

他
に
頭
注
と
し
て
存
す
る
も
の
ニ
箇
所
(
臼
「
フ
シ
ツ
ケ

シ
」
と
幼
「
詞
云
ナ
カ
サ
レ
テ
」
)
、
欠
い
て
い
る
も
の
二
箇
所

(
3
「ア

サ
ミ
ト
リ
ノ
」
と
お
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
」
)
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
頭
注
を
本
行
化
し
、
全
文
平
仮
名
交
り
文
と
す
る
点
は
、

原
態
を
改
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
頭
注
や
本
文
の
脱
落
は
同
系
統

本
よ
り
少
な
く
、
川
系
統
本
に
よ
り
近
い
と
い
い
う
る
。

更
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
特
に
物
名
の
歌
に
目
立
つ
墨
に
よ
る
振
漢
字

は
、
成
貸
堂
文
庫
蔵
本
の
み
が
有
す
る
朱
の
振
漢
字
に
ほ
と
ん
ど
一
致
す

る
他
、
「
詞
云
ヲ
ミ
ニ
ア
タ
リ
テ
ハ
ヘ
リ
ケ
ル
」
(
四
二
五
〉
の
注
文
中
、
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「
議
ト
カ
ケ
リ
」
に
成
賞
堂
文
庫
蔵
本
は

「
コ
ケ
又
サ
ル
ヲ
カ
セ
又
マ
ツ

-
ノ
コ
ケ
」
と
傍
注
す
る
が
、
こ
れ
を
有
す
る
の
は
本
系
統
本
の
み
で
あ
る

等
、
時
折
成
費
堂
文
庫
蔵
本
に
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

本
系
統
本
は
、

一
見
原
態
を
大
き
く
遠
ざ
か
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
が
、

意
外
に
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

後
拾
潰
抄
注

顕
昭
の
『
後
拾
遺
抄
注
』
は
伝
本
が
少
な
く
、
先
述
の
橋
本
進
吉
氏
論

文
に
紹
介
さ
れ
た
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
蔵
本
(
関
東
大
震
災
で
焼
失
〉

の
他
管
見
に
入
っ
た
の
は
)
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
と
そ
の
末
流
転

(
日
)

写
本
か
と
思
わ
れ
る
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
の
二
本
に
す
ぎ
な
い
。

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
は
、

(
昭
ロ
刊
)
に
収
め
ら
れ
て
夙
に
著
名
で
あ
る
が
、
誤
読
、
誤
植
と
認
め

ら
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
補
訂
を
試
み
ら
れ
た
の
が
斎
藤
照
子

『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
』
第
六
冊

氏
「
後
拾
遺
抄
注
の
本
文
に
つ
い
て
」
(
『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』

『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
』
本
の
誤
読
、

17 
昭

必
・

4
)
で、

誤
植
箇
所
を
一

覧
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

『
後
拾
遺
抄
注
』
は
近
時
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
四
に
収
め
ら
れ
た

が
、
原
本
に
よ
ら
ず
、
『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
』
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、

誤
読
、
誤
植
箇
所
が
十
分
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
。

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
(
四
l
E
m
-
-
-
l
コ一一一
l
貴
別
)
本

〔
室
町
前
期
〕
写

ニ
軸

巻
子
本
。
緑
色
地
鶴
に
花
升
文
様
裂
表
紙
〈
三

0
・0
×
三
九
・
玉
糎
)
。

料
紙
、
椿
紙
(
総
裏
打
)
、

一
紙
、
約
二
五
・
七
×
四
一
・
五
糎
P

天一ニ、

地
一
の
墨
界
が
あ
り
、
界
高
、
約
一
九
・
七
糎
。
和
歌
二
行
書
で
各
句
間

を
あ
け
て
書
く
。
注
文
は
天
の
第
二
線
よ
り
書
く
。
全
文
片
仮
名
交
り
文
。

頭
注
な
し
。
朱
声
点
を
付
す
。
内
題
は
特
に
な
く
、
巻
頭
に
「
後
拾
遺
抄

序
」
と
し
て
序
注
に
入
る
。
第
一
軸
に
、
序
・
春
部
、
第
二
軸
に
、
夏

部
・
秋
部
・
冬
部
を
収
め
る
。

奥
書
、
第
二
軸
巻
末
に
、

本
奥
書

寿
永
二
年
七
月
依
v
仰
於
ニ
勝
功
徳
院
-
注

-Y進
之
一
一
克
暦
元
年
九
月

重
下
給
、
於
ニ
/
長
尾
直
庫
一
加
二
見
一
覆
勘
或
書
直
/
或
注
加
了

顕
昭

弘
安
五
年
三
月
十
七
日
一
校
了

侍
従
雅
有

と
あ
る
。
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印
記
は
な
い
が
、
大
正
三
年
七
月
十
日
の
受
入
印
が
あ
る
。

本
書
が
『
後
拾
遺
集
』
の
巻
六
ま
で
、

つ
ま
り
四
季
部
の
み
の
注
で
、

残
欠
本
で
あ
る
こ
と
は
既
に
久
骨
神
氏
が
推
定
さ
れ
、
更
に
後
述
の
『
五

代
勅
撰
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
つ
二

B
l
ニ
O
)
本

大
正
十
五
年
国
語
研
究
室
謄
写

冊

薄
葉
紙
袋
綴
ハ
全
丁
入
紙
)
。
茶
色
表
紙
(
二
七
・
六
×
一
九
・
七
糎
〉
、

左
肩
子
持
枠
題
策
「
後
拾
遺
集
抄
顕
昭
註
」
。

墨
付
、
六

O
丁
、
遊
紙
、
前

後
各
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
一
一
二
・
五
糎
、

注
約
一
字
下
げ
。
毎
半
莱
一

二
行
書
。
和
歌
二
行
書
、
各
句
の
聞
を
あ
け
る
。
全
文
片
仮
名
交
り
文
。

朱
声
点
を
付
す
。

一
オ
「
後
拾
遺
抄
序
」
と
し
て
序
注
に
入
る
。
四
季
の

部
の
み
。

奥
書
、
五
九
オ
末
よ
り
六

O
ウ
に
か
け
て
、
京
都
大
学
蔵
本
と
同
一
の

も
の
に
続
い
て
、

明
治
三
十
八
年
十
一
月
石
川
県
金
沢
市
高
橋
/
富
兄
氏
校
本
ヲ
謄
写

ス

東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館

大
正
五
年
十
一
月
廿
六
日
一
写
了
」

右
正
宗
敦
夫
氏
所
蔵
本
を
以
て
/
謄
写
す

大
正
十
五
年
二
月
二
十
二
日

国
語
研
究
室
」

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
橋
本
進
吉
氏
が
紹
介
さ
れ
た
東
京
帝
国
大
学

蔵
本
は
、
金
沢
市
の
高
橋
富
兄
氏
蔵
本
を
書
写
し
た
新
写
本
で
あ
り
、
こ

の
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
は
、
東
京
帝
国
大
学
蔵
本
が
関
東
大
震
災

で
焼
失
す
る
以
前
に
正
宗
敦
夫
氏
が
転
写
し
て
お
い
た
本
に
よ
っ
て
震
災

ハロ〉

後
謄
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
、
若
干
の
誤
脱
を
除
け
ば
、
漢
字
仮
名
の
区
別
に
至
る
ま
で
京

都
大
学
蔵
本
に
一
致
し
て
お
り
、
殊
に
「
ハ
ル
ノ
¥
ト
」
(
四
一
)
の
注

文
中
に
あ
る
京
都
大
学
蔵
本
の
虫
損
箇
所
が
本
書
で
は
「
虫
ク
ヒ
」
と
表

示
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
金
沢
市
の
高
橋
富
兄
氏
蔵
本
以
下
の
諸
本
全
て

が
京
都
大
学
蔵
本
の
下
位
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

調
華
集
注

『
詞
華
集
注
』
は
増
淵
勝
一
氏
「
書
陵
部
蔵
『
調
華
集
抄
』

l
翻
刻
と

解
説
I
」
(
「
並
木
の
里
」
日
昭
臼
・

3
)
で
初
め
て
翻
刻
さ
れ
、
ま
た
久

骨
神
氏
に
よ
っ
て
『
日
本
歌
尚
子
夫
系
』
別
巻
四
に
も
収
め
ら
れ
、
容
易
に
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利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

伝
本
は
少
な
く
、
管
見
に
入
っ
た
の
は
書
陵
部
蔵
三
本
の
他
に
、
東
京

大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
、
高
松
宮
蔵
本
、
書
陵
部
蔵
先
代
御
便
覧
本
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五

O
一
l
六
七
六
)
本

(
A
本〉

〔
江
戸
前
期
〕
写

冊

'
斐
椿
交
漉
紙
袋
綴
。
茶
色
地
打
曇
表
紙
(
二
七
・
一
×
二

0
・
六
糎
)
、

左
肩
打
付
書
「
詞
華
集
注
」
。

本
書
は
書
陵
部
備
付
カ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、

外
題
は
後
西
天
皇
震
筆
、
後
西
天
皇
御
手
沢
本
と
あ
る
。
墨
付
、
二
六
丁
、

遊
紙
、
前
一
丁
、
後
な
し
。
字
面
高
さ
、

J

約
二
二
・

O
糎
、
注
約
三
字
下

げ
。
毎
半
葉
一
一
ニ
行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
詞
華
集
」
。
全
文
片
仮
名
交

り
文
。
奥
書
は
、
二
五
ウ
に

寿
永
二
年
八
月
依
v
仰
注
ニ
進
之

元
暦
元
年
九
月
重
加
二
見
-
少
と
事
等
書
直

顕
昭

弘
安
五
年
卯
月
六
日
一
校
了

侍
従
雅
有

二
六
オ
に

五
代
和
寄
集
註
以
ニ
伏
見
宮
秘
本
一
/
説
ニ
或
人
一
終
ニ
写
功
一
皐
、
件
本

外
題
ノ
/
伏
見
院
勅
筆
・
也
、
雅
有
卿
加
ニ
奥
書
一
/
尤
可
v
謂
ニ
証
本
一

莫
v
令
ニ
他
見
一
笑

文
亀
元
年
仲
冬
日

従
一
位
判

と
あ
る
。

印
記
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
明
暦
」
の
御
璽
朱
印
。

注
の
形
式
を
同
じ
顕
昭
の
『
拾
遺
抄
注
』
『
後
拾
遺
抄
注
』
と
比
較
す

る
と
、
和
歌
の
作
者
を
(
時
に
は
調
書
の
一
部
を
も
〉
和
歌
の
前
に
掲
げ

て
い
る
点
が
異
な
る
。

本
書
は
本
文
不
審
箇
所
に
練
色
の
小
紙
片
を
貼
付
し
、
注
意
を
促
し
て

い
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五

O
一
l
六
七
四
〉
本

(
B
本
)

〔
江
戸
前
期
〕
写

冊

斐
楕
交
漉
紙
袋
縮
。
打
曇
表
紙
(
二
七
・
四
×
二

0
・
六
糎
)
、
左
肩
赤

色
地
金
泥
題
策
「
詞
華
集
抄
」
。
本
書
は
書
陵
部
備
付
カ

i
ド
に
よ
れ
ば
、

題
策
は
後
西
天
皇
震
筆
と
し
、

『
拾
遺
抄
注
』

の
書
陵
部
蔵
B
本
と
同
一

装
訂
で
あ
る
。
墨
付
、
二
六
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
了
。
字
面
高
さ
、
約

二
了
八
糎
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉
ご
ニ
行
書
。
内
題
、

一
オ
に
「
詞

華
集
」
。
奥
書
、

二
五
ウ
よ
り
二
六
オ
に
か
け
て
書
陵
部
蔵
A
本
と
同
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の
も
の
あ
り
。

印
記
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
明
暦
」
の
御
璽
朱
印
。

本
書
は
、
書
陵
部
蔵
A
本
と
比
較
す
る
と
字
詰
、
字
配
り
ま
で
一
致
す

る
が
、
本
文
不
審
箇
所
に
し
ば
し
ば
校
訂
が
加
え
ら
れ
、
書
陵
部
蔵
A
本

に
比
べ
て
清
書
本
的
性
格
を
有
す
る
本
か
と
思
わ
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
ハ
特

l
六
O
〉
本
ハ
C
本〉

〔
江
戸
前
期
〕
霊
元
天
皇
写

冊

斐
楕
交
漉
紙
袋
綴
。
草
色
表
紙
(
二
七
・
二
×
二

0
・
一
糎
)
、

左
肩
重

郭
題
策
「
詞
華
集
註
」
。

本
書
は
書
陵
部
備
付
カ
l
ド
に
よ
れ
ば
、

霊
元

天
皇
震
筆
と
あ
る
。
墨
付
、
二
六
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
了
。
字
面
高
さ
、

約
二
二
・

O
糎
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉
二
ニ
行
書
。
内
題
、

一
オ
に

「
調
華
集
」
。
奥
書
、
二
五
ウ
よ
り
二
六
オ
に
か
け
て
書
陵
部
蔵
A
本
と
同

一
の
も
の
あ
り
。

本
書
は
、
書
陵
部
蔵
A
本、

B
本
と
字
詰
、
字
配
り
ま
で
一
致
す
る
が
、

本
文
不
審
箇
所
は
、
し
ば
し
ば
見
せ
消
ち
を
施
し
、
校
訂
案
を
傍
記
し
て

い
る
。書

陵
部
蔵
三
本
が
互
い
に
酷
似
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
久
骨
神
氏

著
書
に
「
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
且
各
一
面
の
文
字
く
ば
り
ま
で
合

致
し
て
ゐ
る
。
」
(
一
六
三
頁
)
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、

本
は
書
写
態
度
に
若
干
の
差
異
が
見
て
と
れ
る
。

つ
ま
り
、
お
そ
ら
く
底
本
に
最
も
忠
実
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
が
A
本

で
、
文
意
不
通
箇
所
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
、
後
述
の

高
松
宮
蔵
本
に
一
致
す
る
。
次
い
で
、
不
審
箇
所
に
校
訂
案
を
傍
記
し
て

い
る
の
が

C
本
、
校
訂
し
て
い
る
の
が
B
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、

三
本
の
書
写
者
の
年
代
を
考
慮
す
る
と
三
本
が
A
本
↓
C
本
↓
B
本
と
直

線
的
に
並
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
直
接
の
関
係
の
有
無
は
不

明
で
あ
る
。

以
下
、
本
文
の
異
同
の
例
を
、

A
本、

C
本、

B
本
の
順
に
あ
げ
て
み

る
。
な
お
、
後
述
高
松
宮
蔵
本
は
掲
出
例
で
は
全
て

A
本
に
一
致
す
る
。

「
コ
、
ノ
ヘ
ニ
」
(
二
四
)
の
注

イ

ユ
フ
ニ
サ
リ
ケ
ル

l
ユ
フ
ニ
サ
リ
ケ
ル

l
イ
フ
ニ
サ
リ
ケ
ル

「
フ
ル
里
ニ
」
(
一
ニ

O
)
の
注

此
寄
ノ
紅
葉
ニ

l
此
寄
ノ
紅
葉
ヲ

i
此
寄
ノ
紅
葉
ヲ

「
我
ヤ
ド
ノ
」
(
四
一
)
の
注

ト
、
、
メ
サ
ト
ケ
レ
ー
ト
、
メ
サ
ト
ケ
レ

i
ト
、
メ
サ
リ
ケ
レ

「
雪
ノ
色
ヲ
」
(
五
二
)
の
注

ヒ

雪
ノ
色
ヲ
ウ
ハ
イ
テ

l
雪
ノ
色
ヲ
ウ
ハ
イ
テ

l
雪
ノ
色
ヲ
ウ
ハ
ヒ
テ

-287ー



そ
の
他
書
陵
部
蔵
三
本
の
相
違
甘
い
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
、
唯
一
の

頭
注
で
あ
る
「
イ
タ
マ
ヨ
リ
」
(
二
九
四
)
の
注
が
、

A
本、

C
本
で
は

「
五
文
字
ト
/
女
ノ
カ
シ
ラ
ト
ハ
/
カ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
と
」
と
あ
る
の
に

対
し
、

B
本
は
、

こ
の
注
の
上
部
と
下
部
に
虫
損
跡
を
な
ぞ
り
、
各
々

「
虫
損
」
と
し
て
、
宇
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
な
ど

は
B
本
を
単
な
る
A
本
の
清
書
本
と
す
る
見
方
に
疑
い
を
入
れ
る
理
由
と

な
ろ
う
ι

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
〈
二
四

A
l
一
四
)
本

大
正
十
五
年
国
語
研
究
室
謄
写

冊

薄
葉
紙
袋
綴
(
全
丁
入
紙
)
。
茶
色
表
紙
ハ
二
七
・
五
×
一
九
・
七
糎
〉
、

左
肩
子
持
枠
題
策
「
詞
華
集
顕
昭
註
」
。
墨
付
、
一
四

O
丁

(
扉
を
除
く
)
、

遊
紙
、
前
な
し
、
後
一
了
。
字
面
高
さ
、
約
二
二
・
五
糎
、
注
約
一
宇
下

げ
、
注
文
中
の
和
歌
は
更
に
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
一
二
行
書
。
全
文
片
仮

名
交
り
文
。
扉
、
左
肩
「
詞
華
集
顕
昭
註
」
。
内
題
「
詞
華
集
」
。
墨
で
読

点
、
傍
線
を
付
し
、
読
解
の
便
を
計
っ
て
い
る
。

奥
書
、
三
九
オ
途
中
よ
り
ワ
に
か
け
て
書
陵
部
蔵
三
本
と
同
じ
も
の
が

あ
る
が
、
「
注
進
之
」
が
「
注
遺
之
」
に
1

「
説
或
人
」
が
「
託
或
人
」
と

ハロ)

な
っ
て
い
る
。
続
い
て
三
九
ワ
よ
り
四

O
ワ
に
か
け
て

J

l

井
上
通
泰
先
生
蔵
本
ニ
依
/
テ
一
写
了
、
立
世
間
年
叫
ん
矧

大
正
四
年
十
一
月
十
日
一
校
了
、
時
に
御
即
位
/
ニ
ア
ダ
レ
リ

敦
L_ 

(
以
上
三
九
ウ
左
下
小
字
〉

〈
半
葉
白
紙
)

右
正
宗
敦
夫
氏
所
蔵
本
に
拠
り
て
/
謄
写
す

大
正
十
五
年
四
月
二
十
八
日

国
語
研
究
室
」

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
書
は
井
上
通
泰
氏
蔵
本
を
正
宗
教
夫
氏
が
転
写
し
た

本
の
再
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
文
は
書
陵
部
蔵
三
本
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
、
強
い
て
言
え
ば
、

A
本

か
C
本
に
近
い
。
但
し
、
唯
一
箇
所
の
頭
注
は
欠
い
て
い
る
0
4

高
松
宮
蔵
本

写

冊

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

袋
綴
。
扇
水
玉
文
様
表
紙
、
左
肩
打
付
書
「
詞
花
集
」
。
墨
付
、
二
九

了
。
毎
半
葉
二
ニ
行
書
。
注
約
四
宇
下
げ
。
内
題
一
オ
に
「
詞
花
集
う

全
文
片
仮
名
交
り
文
。
奥
書
二
八
ウ
よ
り
二
九
オ
に
か
け
て
書
陵
部
蔵
三

本
と
同
一
の
も
の
が
あ
る
が

λ

「
従
一
位
判
」
を
，
「
紀
一
位
判
」
に
誤
る
。
‘
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書
写
年
代
は
写
真
の
み
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
江
戸
期
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
、
書
陵
部
蔵
三
本
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
書
陵
部
蔵
三
本
と
同
一
系
統
本
で
あ
る
が
、
漢
字
仮
名
の
区

別
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
も
の
の
、
宰
詰
、
字
配
は
全
く
異
に
し
て
お
り
、

書
陵
部
蔵
三
本
で
は
改
行
し
て
い
る
注
文
中
の
和
歌
を
改
行
せ
ず
に
続
け

書
き
す
る
他
、
時
折
、
注
文
を
歌
の
末
尾
か
ら
書
き
始
め
る
等
の
特
徴
が

あ
る
。本

文
は
全
体
と
し
て
書
陵
部
蔵
三
本
よ
り
誤
写
が
目
立
ち
、
更
に
文
意

不
通
箇
所
の
一
部
は
、
書
陵
部
蔵
三
本
と
共
通
の
祖
本
の
誤
り
を
踏
襲
し

た
ら
し
く
、
書
陵
部
蔵
A
本
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
不
審
箇
所
と
一
致
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
殊
に
漢
文
引
用
箇
所
に
目
立
つ
、
誤
写
・
街
字
の
類
は

本
書
独
自
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
書
陵
部
蔵
三
本
の
脱
文
二
箇
所
を

補
う
こ
と
が
で
き
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
先
代
御
便
覧
(
二
六
五

l
一
一
一
一
ニ
)
所
収
本

〔
江
戸
中
期
〕
写

『
先
代
御
便
覧
』
第
二
三
冊
所
収
。
薄
葉
紙
袋
綴
(
全
紙
裏
打
修
補
〉
。

新
補
茶
色
横
縞
文
様
布
目
覆
表
紙
〈
ニ
ニ
・
七
×
二
ハ
・
八
糎
〉
、
左
肩
子

持
枠
題
策
「
先
代
御
便
覧

元
表
紙
は
茶
色
刷
毛
目
表
紙
、

廿

」ー

題
な
し
。
「
宗
近
家
続
百
首
和
署
長
享
二
七
月
八
日
」
以
下
と
合
写
。

墨
付
一

O
八
了
の
内
、
第
四
五
よ
り
六
六
丁
ま
で
の
計
二
ニ
丁
が
『
詞
華
集
注
』

ハ
お
〉

で
あ
る
。
字
面
高
さ
、
約
一
九
・

O
糎
、
注
約
三
字
下
げ
。
毎
半
葉
一
五

行
書
。
全
文
平
仮
名
交
り
。
注
文
中
の
和
歌
は
改
行
し
な
い
こ
と
が
多
い
。

内
題
「
詞
花
集
」
。
本
書
は
、
奥
書
が
前
掲
し
た
よ
う
に
、
文
亀
元
年
奥

書
の
「
従
一
位
鞭
」
の
署
名
の
肩
に
ご
条
殿
後
妙
花
寺
殿
」
と
一
条
冬

良
で
あ
る
こ
と
を
注
し
て
い
る
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。

本
書
は
基
本
的
に
既
述
の
諸
本
と
同
一
系
統
本
で
あ
る
が
、
書
陵
部
蔵

A
本
よ
り
高
松
宮
蔵
本
ま
で
の
五
本
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
お
り
、

書
陵
部
蔵
三
本
を
底
本
に
し
た
『
日
本
歌
学
大
系
』
本
の
脱
文
を
次
の
四

(
日
)

箇
所
に
お
い
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

ー
「
我
ヤ
ド
ノ
」
〈
四
一
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
四
五
九
頁
)
の
注

貫
之
寄
云

我
宿
の
物
な
り
な
か
ら
桜
花
ち
る
を
は
え
こ
そ
と
〉
め
さ
り
け
れ

(
一
行
空
白
)

〈
身
に
か
へ
て
お
し
む
に
と
ま
る
花
な
ら
は
け
ふ
や
我
身
の
か
き
り
な
ら

ま
し
)

是
は
俊
頼
朝
臣
寄
也

外
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2

「
チ
ル
花
ニ
」
ハ
四
四
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
四
五
九
頁
)
の
注

是
は
能
宜
寄
也
(
拾
遺
忠
峯
云
)

大
あ
ら
き
の
も
り
の
下
草
し
け
り
あ
ひ
て
ふ
か
く
も
夏
の
成
に
け

る
哉

3

「
川
上
ニ
」
ハ
七
八
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
四
六
三
頁
〉
の
注

さ
な
み
と
は
(
ち
い
さ
き
波
也
)
夕
立
に
こ
ゑ
の
ま
さ
る
を
立
さ
は

く
と
は
よ
め
る
也

4

「
イ
タ
マ
ヨ
リ
」
ハ
二
九
四
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
四
八

O
頁
)
の
注

道
斎
子

懐
円
難
云
寄
の
五
文
字
と
ハ
童
)
女
の
か
し
ら
と
は
ハ
す
へ
ら
〉
か

な
る
へ
し
と
云
ミ
和
寄
の
か
み
お
ろ
し
の
勾
は
童
女
の
か
う
ふ
し
の

こ
と
く
可
読
と
こ
そ
申
せ
板
間
と
打
出
た
る
板
馬
と
覚
ゆ

以
上
四
箇
所
の
内
、
カ
ツ
コ
内
が
書
陵
部
蔵
三
本
に
欠
け
て
い
る
部
分

ハロ〉

で
あ
る
。

「
是
は
俊
頼
朝
臣
寄
也
」
以
下
も
「
我
ヤ
ド
ノ
」
の
注

(
向
日
)

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
所
で
あ
る
が
、

ー
は
、

従
来
、

文
が
う
ま
く
続
か
ず
、

「
是
は
俊

頼
朝
臣
寄
也
」
が

「
身
に
か
へ
て
」
ハ
四
二
)
の
注
と
考
え
て
初
め
て
意

味
が
明
ら
か
に
な
る
所
で
あ
る
。

4
は
「
膏
の
五
文
字
と
」
か
ら
「
云
ミ
」
ま
で
は
諸
本
で
は
頭
注
で
あ

る
が
虫
損
の
部
分
を
本
書
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
文

脈
上
か
ら
は
、
頭
注
の
方
が
正
し
い
形
態
の
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
『
詞
華
集
注
』
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
本
に
、

以
上
回
箇
所

の
欠
字
欠
文
を
補
っ
て
利
用
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

付
、
五
代
勅
撰

既
述
の
よ
う
に
、
顕
昭
に
は
『
古
今
集
』
か
ら
『
詞
花
集
』
に
至
る
六

つ
の
勅
撰
集
の
注
釈
書
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
分
量
的
に
も
大
部
で
特
に

重
要
な
『
古
今
集
注
』
を
除
く
五
代
の
勅
撰
集
の
注
釈
は
ま
と
ま
っ
て
伝

え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
二
書
以
上
が
揃
い
本
と
し
て
伝
存
し

て
い
る
例
は
な
く
、

『
後
撰
集
注
』
と
『
金
葉
集
注
』
の
全
部

し
か
も
、

と
『
後
拾
遺
抄
注
』
の
後
半
が
失
わ
れ
て
い
る
。

『
五
代
勅
撰
』

は
、
!
中
世
何
人
か
が
顕
昭
の
玉
代
の
勅
撰
集
注
釈
を
抄

出
し
た
も
の
で

祐!

徳
稲
荷

立
中
JII 
文
庫
蔵
本
カ2
知
ら
れ
る
唯

の
伝

本
で
あ
る
。

祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
本
は
、
浅
井
宝
子
・
江
崎
正
子
・
村
手
通
子
三
氏
の

「
翻
刻

中
川
文
庫
本
五
代
勅
撰
」
ハ
愛
知
県
立
大
学
「
説
林
」

M
昭
必
・

2
〉
に
解
説
と
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
時
、

久
骨
神
氏
に
よ
っ
て
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
四
に
も
翻
刻
さ
れ
、
容
易

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
三
一
三
ニ
)
本

〔
江
戸
中
期
〕
写

冊

椿
紙
袋
綴
。
香
色
表
紙
(
二
七
・
四
×
一
七
・
五
糎
)
、
左
肩
打
付
書
「
五

代
勅
撰

完
」
。
墨
付
、
二
七
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
了
。
字
面
高
さ
、

約
二
了
五
糎
(
頭
注
を
除
く
)
、
注
約
二
字
下
、
げ
。
毎
半
葉
一
二
行
書
。

全
体
の
内
題
は
な
く
、

一
オ
に
「
後
撰
」
と
し
、
『
後
撰
集
注
』
の
抄
出

に
入
る
。
全
文
片
仮
名
交
り
文
。
墨
に
よ
る
声
点
を
付
す
。
奥
書
な
し
。

印
記
、
巻
頭
に
「
直
郷
/
之
印
」
(
鍋
島
直
郷
)
の
朱
印
。

本
書
の
性
格
に
つ
い
て
は
、

「
説
林
」

の
翻
刻
に
付
さ
れ
た
浅
井
圭
子

氏
の
解
説
と
、

『
日
本
歌
学
大
系
』

に
お
け
る
久
骨
神
氏
の
解
題
に
尽
く

さ
れ
て
お
り
、
再
説
の
要
も
な
い
が
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

本
書
は
、
顕
昭
の
『
後
撰
集
』
よ
り
『
詞
花
集
』
ま
で
の
玉
代
の
勅
撰

集
注
よ
り
何
人
か
が
抄
出
し
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
『
後

撰
集
注
』
と
『
金
葉
集
注
』
全
て
と
『
後
拾
遺
抄
注
』
の
後
半
部
分
は
伝

存
し
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
面
影
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

な
お
、

『
後
撰
集
注
』
の
抄
出
は
秋
部
ま
で
し
か
な
く
、

し
か
も
末
尾
に
「
秋
ノ

時
雨
ノ
寄
」
と
し
て
『
後
撰
集
注
』
の
一
部
か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
既
に
久
骨
神
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、
『
後
撰
集
注
』
は
不
完
全
な
本
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
伝
本
の
存
す
る
『
拾
遺
抄
注
』
『
後
拾
遺
抄
注
』
『
調
華
集
注
』

と
本
書
を
比
較
す
る
と
大
体
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。

基
本
的
に
は
本
書
の
ょ
っ
た
伝
本
と
現
存
伝
本
は
同
一
系
統
本
で
さ
し

た
る
違
い
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
が
、
素
性
の
明
ら
か
で
な
い

抄
出
本
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
予
想
以
上
に
そ
の
本
文
は
現
存
伝

本
の
本
文
に
近
く
、
ま
た
比
較
的
誤
脱
の
少
な
い
善
本
に
よ
っ
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
抄
出
し
た
和
歌
の
注
文
に
省
略
を
加
え
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。

『
拾
遺
抄
注
』

か
ら
は
一
三
首
抄
出
し
て
い
る
が
、

注
文
に
省
略
の
あ

る
の
は
「
タ
コ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
(
一
二
八

O
)
の
一
首
だ
け
で
、
後
半
の
ーi

タ

コ
ノ
ウ
ラ
ハ
」
以
下
が
な
い
。
次
に
、
諸
本
に
異
同
の
多
い
頭
注
を
比
較

す
る
と
、
頭
注
の
位
置
が
本
書
と
完
全
に
一
致
す
る
伝
本
は
な
く
、
し
か

も
、
本
書
に
の
み
存
す
る
頭
注
が
一
箇
所
あ
り
、
用
い
ら
れ
た
『
拾
遺
抄

ハ
鈎
)

注
』
が
現
存
伝
本
と
は
幾
分
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
た
だ
し
、
本

文
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
、
同
一
系
統
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
『
後
拾
遺
抄
注
』
の
現
存
部
分
か
ら
は
、
二
三
箇
所
(
内
、
序
、

詞
書
各
一
箇
所
〉
を
抄
出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
注
文
の
一
部
を
省
略
し

て
い
る
の
は
「
ナ
ツ
フ
カ
ク
」
(
ニ
二
八
〉
「
タ
ナ
ハ
タ
ハ
ア
サ
ヒ
ク
イ
ト

ノ
」
(
二
四

O
〉
「
ア
フ
サ
カ
ノ
」
ハ
ニ
七
八
)
の
三
箇
所
で
、
「
ア
フ
サ
カ
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ノ
」
の
途
中
省
略
箇
所
に
は
、
省
略
の
印
と
覚
し
い
点
線
が
あ
る
。
ま
た
、

浅
井
氏
は
「
『
玉
代
勅
撰
』
の
後
拾
遺
注
山
の
注
の
中
に
、
『
五
代
勅
撰
』

に
は
と
ら
れ
て
い
な
い
問
の
歌
の
注
が
、

又
同
様
に

ωの
注
の
中
に

ωの

詞
書
の
注
が
挿
入
さ
れ
て
」
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
「
サ

ク
ラ
'
ハ
ナ
」
(
一
三
七
)

の
和
歌
と
注
文
の
前
半
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ

り
、
後
者
は
「
詞
云
法
師
ニ
」
〈
四
一
〕
ニ
)

の
改
行
を
天
か
ら
せ
ず
、
誤

っ
て
注
文
と
同
じ
高
さ
か
ら
書
き
始
め
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
本
書
の
『
後
拾
遺
抄
注
』

の
部
分
は
、

『
拾
遺
抄
注
』
や
『
詞

華
集
注
』
の
部
分
に
比
べ
て
、
誤
脱
が
目
立
ち
、
省
略
箇
所
も
多
く
、
ま

た
抄
出
の
順
序
が
『
後
拾
遺
集
』
と
も
『
後
拾
遺
抄
注
』
と
も
異
な
る
な

ど
、
本
文
的
に
は
同
一
系
統
な
が
ら
、
抄
出
原
本
が
現
存
本
よ
り
粗
悪
な

本
文
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。

‘
『
詞
華
集
注
』

か
ら
は
一
二
首
抄
出
し
て
い
る
が
、

t

本
文
も
よ
く
符
号

し

さ
し
て
問
題
と
す
る
点
は
な
い
。

現
存
本
で
は
和
歌
の

僅
か
に
、

前
行
に
書
か
れ
て
い
る
作
者
名
が
和
歌
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、

「
秋
フ
カ
ミ
」
(
一
三
七
)
の
注
文
の
後
半
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
が
主
要

な
異
同
で
あ
る
。

(

2

)

 

(
3〉

(

4

)

 

〈

5
)

〔注〕

(

1

)

 

後
述
の
書
陵
部
蔵
先
代
御
便
覧
所
収
本
に
よ
る
。
他
の
諸
本
は

「
一
条
殿
後
妙
花
寺
殿
」
の
注
を
欠
く
。

こ
の
う
ち
『
後
撰
集
注
』
は
福
井
久
蔵
氏
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』

ハ
大
日
刊
)
に

後
撰
紗

一
巻
写
、

顕
昭

寿
永
の
昔
、
さ
る
方
の
需
に
よ
り
、
集
中
の
歌
を
抜
き
、
四
季

の
部
の
歌
を
紗
し
て
片
仮
名
交
り
に
て
註
釈
せ
る
も
の
。
内
閣

文
庫
に
一
本
あ
り
。
(
上
巻
七
五
八
頁
〉

と
あ
る
が
、
現
在
内
閣
文
庫
に
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
、
四
季
の

部
の
み
と
あ
る
の
は
、

『
玉
代
勅
撰
』
の
『
後
撰
集
注
』

の
抄
出

が
四
季
の
部
に
止
ま
っ
て
い
る
の
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

u、。
他
に
ノ

l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
文
庫
蔵
本
が
あ
る
が

未
見
で
あ
る
。

片
仮
名
交

p
本
と
平
仮
名
交
り
本
の
両
方
が
存
在
し
て
い
る

『
古
今
集
注
』
『
神
中
抄
』
も
片
仮
名
交
り
本
の
方
が
古
い
形
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

『
拾
遺
抄
』

『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
。
以
下
勅
撰
集
は
全

の

-292ー



(

6

)

 

ハ
7
)

(

8

)

 

ハ
9
)

て
新
番
号
を
用
い
る
。

こ
れ
ら
の
頭
注
は
、

「
ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
」

と
あ
る
も
の
と
な
い

も
の
と
が
あ
り
、

「
ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
長

文
の
注
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
来
は
巻
子
本
で
、
短
い
注
は
頭
書

し
、
長
い
注
は
裏
書
で
あ
っ
た
も
の
を
冊
子
本
で
全
て
頭
注
に
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
ウ
ラ
カ
キ
ニ
云
」
の
語
は
次
第
に
省

略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
長
文
の
注
全
て
が
そ
の
字
句
を
冒
頭
に

有
し
て
い
る
の
は
、
成
賛
堂
文
庫
蔵
本
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
短
い
注
に
つ
い
て
は
、
本
来
本
行
中
に
加
え
ら
れ
た
傍

注
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
に
よ
っ
て
頭

注
の
も
の
と
、
本
行
の
も
の
と
が
あ
り
、
し
か
も
、
時
に
本
行
の

場
合
挿
入
箇
所
を
異
に
す
る
の
は
、
も
と
傍
注
で
あ
っ
た
も
の
を

見
や
す
い
よ
う
に
、
頭
注
も
し
く
は
本
行
化
し
て
整
理
し
た
た
め

か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
二
箇
所
は
、

『
日
本
歌
学
大
系
』

で
は
群
書
類
従
本
に
よ

〕
を
付
し
て
補
っ
て
い
る
。

但
し
、
例
系
統
本
は
「
澱
」
以
下
注
の
後
半
を
欠
い
て
い
る
。

例
え
ば
「
会
坂
の
関
の
清
水
に
」
(
一
一
四
)

「
関
清
水
/

走
井
/
同
所
」
、

に
「
位
山
/
イ
ヤ
タ

「
く
ら
ゐ
山
」
ハ
一
七
八
)

(

日

)

(

ロ

)

(

日

)

(
U〉

カ
峯
/
六
位
務
」
と
朱
の
頭
書
が
あ
る
。

(

叩

〉

『
図
書
総
目
録
』

は
七
本
を
載
せ
る
が
、

山
口
県
立
山
口
図
書

館
蔵
本
は
『
難
後
拾
遺
』
、
陽
明
文
庫
蔵
本
は
『
後
拾
遺
集
』
(
重

文
、
『
陽
明
叢
書
』

に
影
印
あ
り
)
の
誤
り
で
あ
り
、
残
り
の
一
ニ

本
は
未
見
で
あ
る
が
、

『
後
拾
遺
抄
注
』

で
な
い
も
の
の
混
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
本
と
『
国
書
総
目
録
』

「
金
沢
市
藤
本
」
と
あ
る
本
と

の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。

こ
の
『
後
拾
遺
抄
注
』
及
び
後
述
の
同
じ
東
京
大
学
国
語
研
究

室
蔵
『
詞
華
集
注
』
の
底
本
に
な
っ
た
正
宗
敦
夫
氏
蔵
本
は
い
ず

れ
も
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
文
庫
の
目
録
に
は
見

え
な
い
。

書
陵
部
蔵
三
本
の
「
注
進
之
」
は
「
注
遣
之
」
と
も
読
み
う
る

字
体
で
あ
る
。

橋
本
不
美
男
・
井
上
宗
雄
・
福
田
秀
一
氏
校
注
「
先
代
御
便
覧

目
録
」
(
「
和
歌
文
学
研
究
」

日
昭
幻
・

4
)

に
よ
れ
ば
、
『
先
代

御
便
覧
』

「
ほ
ぼ
元
禄
ハ
一
六
八
八

)
l宝
永

(
一
七
一

O
〉

』ま

の
聞
に
、
日
野
輝
光
(
一
七
一
七
没
)
・
同
資
時
ハ
一
七
四
二
没
〉

等
が
、
見
聞
し
た
和
歌
・
詩
文
・
音
楽
・
故
実
・
伝
記
な
ど
に
関

-293ー



(

日

)

(

M

m

)

 

(

げ

)

(
時
)

ハ
mm〉

す
る
文
献
を
書
留
め
た
も
の
乙
で
あ
る
と
い
う
。

と
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

『
先
代
御
便
覧
』

と
あ
る

日
「
フ
シ
ツ
ケ
シ
」
(
一
四

O
)
l頭
注
、
前
半
の
み
あ
り
(
州
系

の
内
容
細
目
に

「
五
代
和
歌
集
注
」

の
が
本
書
で
、
・
前
述
「
先
代
御
便
覧
目
録
」
に
は
「
後
拾
遺
・
金

統
本
に
一
致
)
。

葉
・
詞
花
集
注
を
抄
録
」
と
あ
る
が
、
「
後
拾
遺
・
金
葉
」

mm

「
サ
シ
ナ
カ
ラ
」
(
三
五

O
)卜
本
行
(
同
群
書
類
従
本
、
川
門
系

の
注

は
顕
昭
注
で
は
な
く
、

『
先
代
御
便
覧
』

統
本
に
一
致
〉
。

で
た
ま
た
ま
合
写
さ
れ

た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

幻
「
タ
コ
ノ
ウ
ラ
ニ
」
ハ
三
八

O
)
i頭
注
(
附
系
統
本
に
一
致
、

ー
と
2
は
高
松
宮
蔵
本
に
も
あ
る
。
ま
た
、
高
松
宮
蔵
本
は
、

同
神
宮
文
庫
蔵
本
は
欠
落
箇
所
)
。

4
は
頭
注
で
あ
る
が
、
書
陵
部
蔵
三
本
よ
り
「
章
」
の
一
宇
と

本
ノ
マ
、

の
字
の
一
部
「
ノ
」
を
余
分
に
有
し
て
い

幻
「
ト
ノ
モ
リ
ノ
」
ハ
一
ニ
九
七
〉
l
な
し
(
諸
本
あ
り
、
同
神
宮
文

「
す
へ
ら
」

の

「ラ」

庫
蔵
本
は
欠
落
箇
所
〉
。

る
。
こ
れ
は
、
書
陵
部
蔵
三
本
と
高
松
宮
蔵
本
が
共
通
の
祖
本
を

M

「
カ
ノ
ミ
ユ
ル
」
(
四
一
八

)
l頭
注
(
附
系
統
本
に
一
致
、
同

有
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

神
宮
文
庫
蔵
本
は
欠
落
箇
所
)
。

逆
に
、
先
代
御
便
覧
本
に
も
誤
字
、
脱
字
は
あ
り
、
善
本
と
は

「
ワ
キ
モ
コ
カ
ミ
ヲ
ス
テ
シ
ヨ
リ
」
(
四
九
二
〉
の
歌
に
頭
注
あ
り

必
ず
し
も
い
え
な
い
。

(
諸
本
な
し
〉
。

「
是
は
俊
頼
朝
臣
歌
也
。
」
以
下
が

後
拾
遺
注
v
之
/
柿
本
人
丸
/
大
宝
以
往
之
人
也

-f/安
陪
仲

年
七
十

-
f
/万
葉

「
身
に
か
へ
て
」
(
四
二
〉

の
注
で
あ
る
こ
と
は
、
井
上
宗
雄
・
片
野
達
郎
両
氏
校
注
『
詞
花

丸
者
/
宝
亀
元
年
/
正
月
在
ニ
唐
土
-
卒
、

和
歌
集
』
(
昭
必
刊
)
の
他
、
増
淵
氏
の
翻
刻
に
指
摘
が
あ
る
が
、

集

奈
良
帝
/
撰
ニ
御
之
一
大
同
朝
也
」
或
聖
武
/
或
桓
武
共

高
松
宮
蔵
本
或
い
は
先
代
御
便
覧
所
収
本
を
参
照
し
て
の
も
の
で

以
/
謬
説
也
、
不
v
可
v
/
用
v
之
、
委
旨
/
載
ニ
顕
昭
両
度
/
勘

は
な
く
、
文
意
の
上
か
ら
の
判
断
の
よ
う
で
あ
る
。

文
一
了
、
/
奈
良
帝
ハ
/
平
城
天
皇
也

『
五
代
勅
撰
』

に
抄
出
さ
れ
た
『
拾
遺
抄
注
』

の
頭
注
を
諸
本

こ
の
頭
注
の
中
に
「
後
拾
遺
注
v
之
」
と
あ
る
の
は
、
『
後
拾
遺

-294ー



抄
注
』
の
序
注
の
記
述
(
『
日
本
歌
学
大
系
』
四
一
四

l
五
頁
〉

を
さ
し
て
お
り
、
あ
な
が
ち
後
人
の
追
記
と
も
言
い
難
く
、
本
来

あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
付
記
〕

本
調
査
に
際
し
、
御
所
蔵
の
図
書
の
閲
覧
・
複
写
を
許
さ
れ

た
諸
文
庫
・
機
関
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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